
議
長
よ
り
、
勝

田
地
区
分
会
大
会

が
開
催
し
た
。

分
会
意
見
交
換

会
を
独
自
に
行
い
、
自
分
の
意

見
が
言
え
て
良
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る
の
が
大

変
で
あ
る
が
、
集
ま
る
場
を
作

る
こ
と
が
大
切
だ
と
挨
拶
し
た
。

塙
委
員
長
挨
拶
よ
り
、
２
０

２
１
春
闘
に
つ
い
て
、
国
労
は

第
１
９
１
回
拡
大
中
央
委
員
会

に
お
い
て
当
面
す
る
闘
争
方
針

を
決
定
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
安
全
安
定
輸
送
の
確
保

に
日
夜
取
り
組
ん
で
い
る
社
員

対
し
正
当
な
賃
上
げ
が
必
要
で

あ
る
。
要
求
獲
得
に
向
け
て
大

衆
行
動
を
展
開
し
、
団
結
し
た

労
働
者
の
力
と
運
動
の
積
み
上

げ
に
よ
っ
て
賃
金
交
渉
を
支
え

て
い
く
。

組
織
強
化
拡
大
に
つ
い
て
、

次
世
代
に
運
動
を
託
す
だ
け
で

な
く
、
仲
間
を
拡
大
す
る
こ
と

こ
そ
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
。

全
機
関
で
組
織
拡
大
運
動
の

総
括
を
行
う
中
で
、
成
果
と
課

題
を
あ
き
ら
か
に
し
更
な
る
運

動
を
展
開
し
た
い
。
国
労
運
動

の
継
承
と
発
展
に
向
け
全
力
を

あ
げ
て
い
こ
う
。

職
場
労
働
条
件
改
善
、
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
変

革
２
０

２
７
」

「
変
革

の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ

プ
」
に

沿
っ
て

各
系
統
で
効
率
化
施
策
等
を
矢

継
ぎ
早
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

３
・
13
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
水

戸
線
ワ
ン
マ
ン
化
の
実
施
が
予

定
し
て
い
る
。
利
用
者
の
安
全

と
労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る

職
場
作
り
を
し
て
い
く
。

政
治
的
課
題
に
つ
い
て
、
今

年
は
衆
議
院
の
任
期
を
迎
え
る
。

立
憲
野
党
が
擁
立
す
る
統
一
候

補
当
選
に
向
け
取
り
組
む
。

東
日
本
大
震
災
は
丸
10
年
を

迎
え
る
。
県
内
外
に
非
難
し
て

い
る
人
は
４
１
０
０
０
人
を
超

え
、
更
に
廃
炉
に
30
年
以
上
か

か
る
と
言
わ
れ
汚
染
水
の
問
題

と
山
積
し
て
い
る
。
反
原
発
脱

原
発
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

皆
川
委
員
（
水
戸
地
区
分
会
）

組
織

強
化
・

拡
大
は

各
職
場

の
係
わ

り
は
大

切
で
あ

り
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

再
雇
用
先
の
経
営
の
見
直
し

で
出
向
契
約
解
除
に
再
雇
用
先

は
夜
勤
作
業
が
あ
り
身
体
が
つ

い
て
い
け
な
い
。

機
械
グ
ル
ー
プ
の
エ
リ
ア
変

更
で
出
向
社
員
に
異
動
の
話
も

あ
る
。
出
向
先
は
エ
ル
ダ
ー
社

員
を
頼
り
に
し
て
い
る
状
況
。

（
裏
面
へ
）
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国
労
の
存
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を
訴
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よ
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３
月
６
日
、
国
労
水
戸
地
本
は
自
治
労
茨
城
県
本

部
に
お
い
て
、
第
１
７
６
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開

催
し
た
。

大
賀
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
市
井

委
員
（
勝
田
地
区
分
会
）
が
選
出
さ
れ
、
委
員
長
挨

拶
、
経
過
・
闘
争
方
針
案
、
組
織
財
政
検
討
委
員
会

答
申
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
闘
争
方
針
が
確
立
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず

国
労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

が
ん
ば
ろ
う

来

賓

紹

介

ア
ベ
ニ
ー
ル
株
式
会
社

菊
池

忠
志

国
労
会
館

佐
藤

正
幸

国
労
東
日
本
本
部

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）



大
槻
委
員
（
土
浦
地
区
分
会
）

過

半

数

代

表

選

に

立

候

補

し

た

が

、

呼

び

か

け

が

弱

か
っ
た
。

要
員
不
足
の
問
題
で
決
意
表

明
し
た
。
今
後
は
現
場
長
も
変

わ
り
要
員
問
題
、
安
全
問
題
で

言
っ
て
い
く
。

労
基
署
の
立
ち
入
り
検
査
が

入
り
時
間
外
労
働
の
割
増
不
払

い
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

時
間
管
理
の
徹
底
、
連
夜
勤

務
で
出
向
先
の
労
働
条
件
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

佐
々
木
委
員
（
勝
田
地
区
分

会
）

毎
月
、

意
見
交
換

会
を
行
い

職
場
の
不

平
不
満
を

聞
い
て
問

題
点
を
出

し
て
要
求
に
す
る
。

対
話
行
動
を
通
じ
て
、
組
織

拡
大
に
意
思
統
一
し
て
き
た
が

成
果
が
上
が
ら
な
い
現
状
に
あ

る
。分

会
事
務
所
が
無
く
な
り
、

集
ま
る
場
の
確
保
を
地
本
に
組

合
員
の
不
安
を
解
消
し
た
い
。

小
倉
委
員
（
水
戸
地
区
分
会
）

ジ
ョ

ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ

ン
が
駅

内
で
回

し
て
い

る
。来

年
度
の
採
用
が
少
な
い
見

込
み
。
駅
職
場
が
委
託
化
の
拡

大
に
な
る
の
で
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

の
プ
ロ
パ
と
の
関
わ
り
が
必
要

で
あ
る
。

関
内
委
員
（
い
わ
き
地
区
分

会
）過

半

数
代
表

選
で
は

組
合
の

話
を
し

て
い
る
。
要
員
が
不
足
し
て
い

て
は
安
全
が
守
ら
れ
な
い
。

小
動
物
（
イ
ノ
シ
シ
）
衝
突

で
は
乗
務
員
が
薄
い
手
袋
で
線

路
外
に
出
し
て
い
る
。
若
い
人

と
見
に
行
っ
て
酷
い
と
話
を
し

て
い
る
。

松
田
特
別
執
行
委
員

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
土
浦
管
区
で
２
期

連
続
で
当
選
し
た
。

過
半
数
代
表
に
な
る
の
が
目

的
で
は
な
く
。
対
話
を
通
し
て

自
分
や
回
り
の
働
き
方
を
見
て

少

し

で

も

働

き

や

す

い

職

場

に

し

て

い

く

。

そ

こ
か
ら
労
働
組
合
の
必
要
性
を

感
じ
て
も
ら
い
、
加
入
し
て
も

ら
う
こ
と
で
あ
る
。

若
手
社
員
は
矛
盾
が
あ
っ
て

も
管
理
者
に
言
え
な
い
。
自
分

が
ど
の
方
向
に
進
ん
で
行
く
か

迷
っ
て
い
る
。
我
々
が
何
も
し

な
け
れ
ば
変
わ
ら
な
い
。
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書
記
長
集
約

政
党
の
問
題
に
つ
い
て
、

組
織
の
現
状
で
は
国
労
は
少

数
に
な
り
、
会
社
や
生
活
が

あ
っ
て
の
労
働
組
合
で
あ
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
組
織
議

員
に
つ
い
て
も
今
後
議
論
し

て
い
く
。

反
原
発
・
脱
原
発
の
も
と

フ
ク
シ
マ
の
事
故
を
風
化
さ

せ
な
い
。
国
労
フ
ク
シ
マ
学

習
会
を
積
極
敵
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

常
磐
線
全
線
開
通
で
地
本

独
自
の
視
察
学
習
会
、
激
励

会
を
開
催
し
た
。
開
通
後
の

問
題
を
現
地
か
ら
聞
い
て
今

後
の
検
証
課
題
、
方
向
性
を

確
認
し
て
き
た
。

春
闘
は
中
央
総
決
起
集
会

で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
に
参
加
し
た
。

春
闘
交
付
金
は
、
集
ま
れ

な
い
中
で
の
改
善
、
通
信
、

教
宣
活
動
の
強
化
、
感
染
対

策
防
止
の
活
用
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
運
動
を
止
め
な
い

取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

反
合
理
化
・
労
働
条
件
改

善
の
闘
い
に
つ
い
て
、
業
務

部
を
中
心
に
班
・
職
協
か
ら

協
力
を
得
て
申
し
入
れ
を
行
っ

て
き
た
。
会
社
か
ら
は
仕
事
・

業
務
を
知
っ
て
い
る
の
は
国

労
で
あ
り
、
ブ
レ
な
い
、
ま

と
ま
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

エ
ル
ダ
ー
先
の
労
働
条
件

改
善
、
要
求
を
行
う
。
本
人

の
希
望
に
沿
っ
た
職
場
を
見

つ
け
る
べ
き
だ
。

常
磐
線
全
線
開
通
後
も
職

場
総
点
検
で
強
化
。
労
働
者

の
目
線
に
立
ち
安
心
し
て
働

け
る
、
要
求
・
交
渉
を
取
り

組
む
。

組
織
拡
大
は
今
か
ら
の
運

動
、
次
へ
の
行
動
と
し
て
信

頼
関
係
や
分
会
・
班
の
強
化

の
構
築
を
目
指
す
。


